











































　岡田（1980）は、こうした箱庭の左右に注目し、箱庭 30 作品について、“ 正位置（制作者
が作っている位置）”（p.60）のスライドと “逆位置（正位置を左右逆にして示したもの）”（p.63）
のスライドを同時に呈示し、大学生等の調査協力者 178 名に、“ どちらが「まとまった、ピッ
タリくる、よい作品」であると思うか ”（p.63）を選択させるという方法で、実証的な研究を














































異の検討を見越し、調査 1として「木」を選び、調査 2として 1台の「車」を用いることと
した。木を選んだのは、上述の制作者の体験の例もあり、比較的左右の違いが体験されやす
いアイテムであると考えたためであり、「車」を選んだのは、岡田（1980，p.72）の作品の分



















テムに 1本の「木」を、調査 2では 1台の「車」を用いて行った。具体的な方法を以下に示す。
なお、Table.1 に調査 1と調査 2の方法を対比してまとめた。
1.　調査協力者
　調査 1：大学生 33 名（男性 10 名、女性 23 名）
　調査 2：大学生 29 名（男性 5名、女性 24 名）















 Fig.1　調査 1で用いた 1本の「木」 Fig.2　調査 2で用いた 1台の「車」
B.　箱庭用具のセッティング
　内側が水色に塗られた木箱（縦×横×高さ 57 × 72 × 7cm）に約 3cmの深さで粒の細かい

























　調査 1、2 ともに、デジタルカメラ（Panasonic DMC-FS3 LUMIX）を用いた。このデジタ













　(1)(2)の手続きの 1週間後に、スクール形式に机を配置して 40 名程度収容可能な教室で、
集団法で実施した。なお、調査 1では、手続き (1)(2)に参加した 33 名のうち 3名は 1 週間
後の日程の都合がつかなかったため、評定を行った者（以下、評定者）は 30 名（男性 10 名、
女性 20 名）であった。調査 2でも同様に 1名が 1 週間後の日程の都合がつかず、評定者は






た）。なお、左右反転処理はMicrosoft® Offi ce Picture Managerの画像編集機能を用いた。そ
れぞれの枚数は以下の通り。
　調査 1：正位置写真 33 枚、左右反転写真 33 枚の計 66 枚
　調査 2：正位置写真 29 枚、左右反転写真 29 枚の計 58 枚
 Fig.3　正位置写真の例（木No.5） Fig.4　左右反転写真の例（木No.5 反）
 Fig.5　調査 1スライドの例 Fig.6　調査 2スライドの例
C.　呈示方法
　Microsoft® Offi ce PowerPointを用いて Fig.5、Fig.6 のようなスライドを作成した。呈示










































　調査 1（木）、調査 2（車）のそれぞれについてアイテムが置かれた領域を、砂箱を縦横 3
等分した 9領域に分類して集計した結果を Fig.7、Fig.8 に示した。調査 1の木に関しては、
右奥に置いた者が最も多く、33 名中 17 名（51.2%）にのぼった。2番目に多かったのが中央
領域で 9名（27.3%）であった。その他の領域は 0~3 名で、左手中程、手前中程、右手中程
の 3つの領域に置いた者は 0であった。調査 2の車に関しては、中央に置いた者が最も多く、

















































　調査 1：対応のある t検定の結果、作品 T1、T5、T6、T7、T11（Tは Treeの頭文字、番号
は調査協力者の通し番号を表す）の 5作品において 1%水準で有意差があり、T3、T18、T29、
T32、T33 の 5 作品において 5%水準で有意差があった（注 1）。左右反転写真に比べ正位置写
真の方が「しっくりくる」と評定されていた作品は T3、T5、T6、T7、T11、T29 の 6 作品、
反対に正位置写真に比べ左右反転写真の方が「しっくりくる」と評定されていた作品は T1、
T18、T32、T33 の 4 作品であった（Table.2 参照）。
　調査 2：対応のある t検定の結果、作品 C25（Cは Carの頭文字、番号は調査協力者の通し
番号を表す）の 1作品のみ 1%水準で有意差があり、C6、C15、C18、C21 の 4 作品において
5%水準で有意差があった（注 2）。左右反転写真に比べ正位置写真の方が「しっくりくる」と
評定されていた作品は C15、C21、C25 の 3 作品、反対に正位置写真に比べ左右反転写真の方




　調査 1：評定者ごとに正位置写真 33 枚に対する評定値の合計と左右反転写真 33 枚に対す




　調査 2：評定者ごとに正位置写真 29 枚に対する評定値の合計と左右反転写真 29 枚に対す






定の平均値を比較した（それぞれの平均値と SDを Table.6、Table.7 に示した）。
　調査 1：対応のある t検定を行ったところ 1%水準で有意な差があり、左右反転写真に比べ、
正位置写真で有意に「しっくりくる」と評定されていた（t (29)=2.85, p <.01）。
　調査 2：対応のある t検定を行ったところ 5%水準で有意な差があり、左右反転写真に比べ、
正位置写真で有意に「しっくりくる」と評定されていた（t (25)=2.38, p <.05）。
















と評定されていた（t (16)=3.11, p <.01）。中央領域にアイテムを置いた評定者（n=9）につい
て対応のある t検定を行ったところ有意な差は見られなかった（t (8)=0.21, n.s.）。
　調査 2：左右領域にアイテムを置いた評定者（n=17）について対応のある t検定を行ったと
ころ 1%水準で有意な差があり、左右反転写真に比べ、正位置写真で有意に「しっくりくる」
と評定されていた（t (20)=3.36, p <.01）。中央領域にアイテムを置いた評定者（n=9）につい
て対応のある t検定を行ったところ有意な差は見られなかった（t (8)=1.51, n.s.）。
Ⅵ　考　　　察
1.　アイテムが置かれた領域について
　調査 1では、33 名中 17 名（51.2%）という実に半数以上がアイテムの木を右奥領域に置い











　調査 2で車が最も多く置かれたのは中央領域（29 名中 8 名・27.6%）であった。中央領域
は、調査 1で木が 2番目に多く置かれた領域（33 名中 9 名・27.3%）でもある。筆者が以前
行った、「一つのミニチュアを選び、置く」という方法による箱庭制作過程に関する調査（石





























できる（有意差のあった作品から T11 を Fig.11、Fig.12 に例示した）。
 Fig.11　T11 正位置写真 Fig.12　T11 左右反転写真

















（有意差のあった作品から C25 を Fig.13、Fig.14 に例示した）。



























































“ 正面を南に向けたときの東にあたる側 ” であり、右は、“ 正面を南に向けたときの東側にあ





















（1）調査 1 で有意差のあった作品の t値は、T1：t(29)=3.07、T5：t (29)=3.91、T6：t (29)=2.72、T7：t 
(29)=4.33、T11：t (29)=2.76（以上いずれも p < .01）、T3：t (29)=2.07、T18：t (29)=2.67、T29：t (29)=2.48、
T32：t (29)=2.29、T33：t (29)=2.08（以上いずれも p < .05）であった。
（2）調査 2で有意差のあった作品の t値は、C25：t(25)=2.80（p < .01）、C6：t(25)=2.11、C15：t(25)=2.31、
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